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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公開番号】特開2010-66021(P2010-66021A)
【公開日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-012
【出願番号】特願2008-230099(P2008-230099)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｖ   3/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｖ   3/08    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンデンサを構成する電極に検出対象物の人体などの接地体が接近すると、静電容量が
変化し、電気回路が検出対象物の接近を検出する静電容量型近接センサにおいて、
　電極の前側に誘電体の前側部材が位置し、前側部材の表面に近付いて来る検出対象物を
前側部材の裏面側で検出する構成にし、
　電気回路は、電極によるコンデンサ、コイルと発信源を接続して直列共振回路を構成し
、静電容量の変化を電流又は電圧の変化に変換し、電圧又は電流の変化量に基づいて検出
対象物の接近を検出する構成にし、
　発信源の発信交流の周波数は、前側部材があるときの直列共振特性曲線に基づいて、前
側部材がある状態で検出対象物の接近による電圧又は電流の変化量が大きくなる周波数に
設定する構成にしたことを特徴とする静電容量型近接センサ。
【請求項２】
　コンデンサを構成する電極に検出対象物の人体などの接地体が接近すると、静電容量が
変化し、電気回路が検出対象物の接近を検出する静電容量型近接センサにおいて、
　電極の前側に誘電体の前側部材が位置し、前側部材の表面に近付いて来る検出対象物を
前側部材の裏面側で検出する構成にし、
　電気回路は、電極によるコンデンサ、コイルと発信源を接続して直列共振回路を構成し
、静電容量の変化を電流又は電圧の変化に変換し、電圧又は電流の変化量に基づいて検出
対象物の接近を検出する構成にし、
　発信源の発信交流の周波数は、前側部材があるときの直列共振特性曲線に基づいて、前
側部材がある状態で非接地の水滴などの非検出対象物に対して無感になる周波数に設定し
、接地体の検出対象物が前側部材に接近すると、電圧又は電流が変化し、非接地の非検出
対象物が前側部材に接近すると、電圧又は電流が変化しない、又は、ほとんど変化しない
構成にしたことを特徴とする静電容量型近接センサ。
【請求項３】
　電極とコイル、及び、電極とコイルを接続した電線は、ケースに内蔵し、相対位置を固
定したことを特徴とする請求項１又は２に記載の静電容量型近接センサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書



(2) JP 2010-66021 A5 2011.6.23

【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　発信源１８の発信交流の周波数fは、前側部材５がないときも、前側部材５があるとき
も、前側部材５があって接地体が接近したときにも、特性曲線の斜線部分になる周波数fs
に設定する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　3.1　前側部材なし
　実験例では、ケース４の前側に部材５がない状態にし、その状態に適した周波数fsに設
定する。電圧Ｅは、ケース４の前側の検出領域に人の手がないと、３Ｖになる。ケース４
の前面に人の手が接触すると、２．９Ｖ変化する。即ち、人の手の有無による変化量トＥ
は、２．９Ｖである。また、人の手がケース４の前面に近付いて来る際、手とケース４の
間の距離が８５mm位になると、変化量トＥが０．１Ｖになる。換言すると、人の手の接近
による変化量トＥが０．１Ｖになるときの接近距離は、８５mm位になる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　１）コンデンサを構成する電極に検出対象物の人体などの接地体が接近すると、静電容
量が変化し、電気回路が検出対象物の接近を検出する静電容量型近接センサにおいて、
　電極の前側に誘電体の前側部材が位置し、前側部材の表面に近付いて来る検出対象物を
前側部材の裏面側で検出する構成にし、
　電気回路は、電極によるコンデンサ、コイルと発信源を接続して直列共振回路を構成し
、静電容量の変化を電流又は電圧の変化に変換し、電圧又は電流の変化量に基づいて検出
対象物の接近を検出する構成にし、
　発信源の発信交流の周波数は、前側部材があるときの直列共振特性曲線に基づいて、前
側部材がある状態で検出対象物の接近による電圧又は電流の変化量が大きくなる周波数に
設定する構成にしたことを特徴とする。
　２）コンデンサを構成する電極に検出対象物の人体などの接地体が接近すると、静電容
量が変化し、電気回路が検出対象物の接近を検出する静電容量型近接センサにおいて、
　電極の前側に誘電体の前側部材が位置し、前側部材の表面に近付いて来る検出対象物を
前側部材の裏面側で検出する構成にし、
　電気回路は、電極によるコンデンサ、コイルと発信源を接続して直列共振回路を構成し
、静電容量の変化を電流又は電圧の変化に変換し、電圧又は電流の変化量に基づいて検出
対象物の接近を検出する構成にし、
　発信源の発信交流の周波数は、前側部材があるときの直列共振特性曲線に基づいて、前
側部材がある状態で非接地の水滴などの非検出対象物に対して無感になる周波数に設定し
、接地体の検出対象物が前側部材に接近すると、電圧又は電流が変化し、非接地の非検出
対象物が前側部材に接近すると、電圧又は電流が変化しない、又は、ほとんど変化しない
構成にしたことを特徴とする。
　３）上記の静電容量型近接センサにおいて、
電極とコイル、及び、電極とコイルを接続した電線は、ケースに内蔵し、相対位置を固定
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したことを特徴とする。
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